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研究成果の概要（和文）：顔認知の特異性がもたらすコミュニケーション障害や二次的な社会性

障害の神経基盤を解明するため，脳波（EEG）や脳血流（NIRS）の計測，眼球運動計測によ

る視線追跡，紙面調査を通じて，脳機能と顔認知の定型発達について検討した．定型発達児・

者において，顔の意味情報処理（個体識別や表情など）にともなう下前頭回周辺や頭頂部の賦

活を認めたが，自閉症スペクトラム（ASD）のある児では非定型な賦活を示した．一方，ソー

シャル・スキル・トレーニング（SST）などの介入による顔認知の変化について検討したとこ

ろ，ASD においても顔の既知性判断にともなう EEG 反応の定型的な増大が SST 終了後に認

められたことから，本研究で開発された評価法が，顔認知の発達や変化を可視化するものであ

り，従来の行動観察法を補う定量評価法の一つとしての今後の発展と応用が期待されるものと

示唆した．

研究成果の概要（英文）：To evaluate difficulty in social cognition in children with ASD 
objectively, we indicate the brain responses to semantic processing in face recognition.
Analysis of hemodynamic activities and electroencephalography (EEG) oscillation 
indicated activation in the inferior frontal gyrus (IFG) of right hemisphere related to 
semantic processing of face (i.e. self-other, familiarity and expression) in healthy adults 
and typically-developing children. Averaged EEG (P300) technique also detected the effect 
of self-other and familiarity discrimination. In children with ASD, however, the semantic 
processing of face did not reflect in hemodynamic activities of the right IFG and P300 
amplitude, except for familiarity- related P300 to learn new faces. The techniques might be 
useful as a clinical application to evaluate specificity in the semantic processing of face in 
children with ASD.
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１．研究開始当初の背景
自閉スペクトラム障害（以降，ASD）は，

表情からの感情理解や言外の意味理解が困
難であることが多く，社会性認知に関わる障
害および言語・非言語情報の統合・処理過程
における脆弱性によるものと考えられてい
る．近年，ASD の顔認知に関わる局所的な脳
機能異常は，非侵襲的脳機能測定法によって
エビデンスが呈されるようになり，顔への特
異的反応が定型発達児・者と同様に認められ
る一方，顔倒立効果や視線処理，顔の既知性
認知の異常も報告されている．

そこで本研究では，当初，神経科学に基づ
いたエビデンスに乏しかった，自他や既知性
などの個体識別にみられる顔の意味情報処
理について，非侵襲的脳機能測定法を用いて
その神経基盤を明らかにし，エビデンスを蓄
積することが，ASD におけるコミュニケーシ
ョン障害の解明と顔認知の特異性がもたら
す二次的障害の予見につながると考えた．

２．研究の目的
顔認知の特異性がもたらすコミュニケー

ション障害や二次的な社会性障害の神経基
盤を解明するため，脳波（EEG）や脳血流動
態（NIRS）の非侵襲的脳機能計測，眼球運
動計測，紙面調査を通じて，子どもの脳機能
と顔認知にともなう意味処理の定型発達に
ついて検討し，発達障害や幼若期の脳損傷に
起因する顔認知の異常やその修復機転を解
釈することを目的とした．

３．研究の方法
顔認知にともなう意味処理の発達と発達

障害児における特徴を見いだすため，①個体
識別（自他認知や既知性の判断），②表情認
知（喜びや怒りの表情などの判断）について，
脳波あるいは脳血流の計測，視線追跡，紙面
調査の手法を用いて検討した．さらに，集団
生活や社会生活場面に適切な対人行動スキ
ルの獲得を目指した治療的介入（ソーシャル
スキルトレーニング：SST）において，上述
の顔認知に関連する非侵襲脳機能測定法を
適用し，発達障害児におけるコミュニケーシ
ョンスキルの状態把握および介入効果の判
定に有効かどうか，個体識別にかかわる脳機
能に焦点を絞って検討した．

対象は，健常成人，および，小学校入学か
ら成人相当の脳機能を示す年齢（およそ 15
歳）までの定型発達児と ASD のある児であ
った．

４．研究成果
①健常成人を対象とした，自己顔や既知顔の
認知にかかわる EEG の検討から，右半球の
下前頭回周辺部における自他識別にともな

うβ帯域事象関連同期現象反応（ERD）の増
大を見出した．同領域は，NIRS の検討から
も有意な血流増加を認めたことから，顔の意
味処理における右前頭部の重要な関与が示
唆された．また，EEG データから算出され
た事象関連電位（ERP）の成分である頭頂領
域での P300 成分は，自他や既知性の識別を
反映して振幅が増大することを見出した．

上述の P300 成分は，通常，弁別や注意の
プロセスを反映すると考えられており，その
振幅は定型発達児においても健常成人と同
様に，未知顔よりも既知顔，既知顔よりも自
己顔へ増大する．一方で，ASD 児では振幅に
顔条件による相違が認められず，彼らの病態
解明につながるデータを得たものと考えた．

さらに，ASD 児における SST などの介入
による顔認知 P300 の変化について検討した
ところ，SST の前後で指導員の顔への P300
反応に変化が認められたことから，顔の個体
識別における脳の学習プロセスを可視化で
きた可能性も示した．
②表情認知に関連する脳血流動態について
は，恐怖表情を見ているときの右半球下前頭
回周辺部の活動が，定型発達児・者に比べて
ASD 児では有意に増大し，ASD の臨床症状
の程度と正の相関を示したことから，顔認知
にともなう意味処理の特異性を指摘できた
と考えている．

これらの手法による脳機能異常の検出は，
ASD 児の顔認知にかかわる局所的・時間的脳
機能異常の解明と，障害機構の治療への手が
かりになるであろう．本研究で開発された評
価法は，コミュニケーションに困難さを抱え
る子どものソーシャルスキルの状態を可視
化するため，本人のみならず介入に携わる者
へのフィードバック効果も予想されること
から，従来の行動観察法を補う定量評価法の
一つとして，今後の発展と応用が期待される．
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